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令和３年全国安全週間 安全部会委員の事業場訪問 

冨士工業（株）白山市旭丘 1丁目 12番地 

令和３年度の全国安全週間の安全部会委員と協力団体指導員による事業場訪問は、 

7月２日（金）に安全部会委員の北陸電気工事（株）の福井浩之さんと協会事務局の西坂

と旭丘団地協同組合の大西治夫さんとが冨士工業（株）に伺いました。 

 
工場入口玄関で、ディスプレイ型検温器による体調確認、入場者記録に記名、ナンバー

バッチをつける外来者管理など新型コロナウィルス感染症対策がされていました。 

会議室で社長の越村清史さんと成形製造部長の橋本伸さんから会社概要と災害防止の取

組についてパワーポイントを用いた説明を受けました。 

同社工場は、平成 28年 11月 9日から無災害記録を続け、昨年 12月に無災害記録 1000

日に達し、現在 1100日に達しています。 

 
まずは、「社員の健康と安全」の基本方針が明確にされています。2021年スローガンの

「みんなで進めようリスクアセスメント めざせ 無事故・無災害継続」は、ヒヤリハッ

ト事例を全社で共有し、リスクアセスメントを実施することの表明です。 

次に、それを実行する安全委

員会の組織です。 

安全委員会では、各部の委員が

互いの職場をパトロールし、結

果を報告、改善することを継続

することで、災害を発生させな

い職場づくりを目指して多数の

指摘がなされ、改善されていま

す。 
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安全委員会委員のパトロールは、各職場の安全委員が順次交替して、互いの職場のチェ

ックを行い、改善点を指摘します。パトロールした職場の良いところは、参加した委員の

安全管理能力をたかめ、改善点が職場にも活かされることだと思います。 
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ヒヤリハット事例を全社で共有し、リスクアセスメントを実施することで労働災害の未

然防止に努めています。大量のヒヤリハット事例は、事務的な手数が大変ですが、社員の

自主性と意欲を重んじるのが方針であり、提出された事例を可能な限り取り上げることに

しているためです。 
 

 
 

これらを基にしたリスクアセスメントの評価は、社内で検討を重ね、分かりやすいように独自基準を設

けています。 

 

安全委員会の安全パトロールチェックシートを末尾に掲げておきます。 
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【安全部会員が職場で確認できたこと】 
会議室で説明を入れた後、各職場を巡視させていただきました。 

 
まず、作業場入り口への通路に掲示された全国安全週間のポスターと週間中の実施事項の

一覧です。「持続可能な安全管理 未来へつなぐ安全職場の」のスローガンです。 

 

 

連続無事故日数６２５日の緑十字型掲

示板です。中に令和元年 7月 17日

1000日達成の表記も見られます。 

一か月無災害を達成すると、緑十字が

完成します。 

工場内は、ロールボックスパレットを多用していま

す。重量物はあまりなく、ボックスパレットでの製品

運搬が多く、車輪での運搬をスムーズにするため、床

面はバリアフリー状態が保たれていまます。 

 

全国的にロールボックスパレットが多用されると事故

も増えています。県内では死亡事故例もあります。 

ロールボックスパレット使用時の労働災害防止マニュ

アル～安全に作業するための 8つのルール～がパンフ

レットで支援されているので活用するとよいですね。 
 

 

新型コロナウィルス感染症対策でのワクチン接種の勧奨と会

社への連絡のお願いです。労働衛生担当者としては、是非と

もワクチン接種を受けてもらい、接種状況も把握して、感染

症対策に取り込みたいという意欲と個人情報である健康情報

を把握するという難しいところです。 

ワクチン接種は、順次進むので、接種状況をいちいちアンケ

ートを取るわけにもいかず、多数が働く工場での感染症対策

として必要なことであるとの従業員の理解を得て接種の報告

をして貰うことで進めるしかないです。 
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【その他安全部会委員の目についた点と意見】 
 工場内は、ロールボックスパレットや台車を多用しており、このため床面は、ほとん

どバリアフリー状態です。転倒防止対策としても有効であると思います。 

 ４S運動とか５Ｓ運動の看板はありませんでしたが、当たり前に工場内の整理整頓がさ

れているのだと思います。 

 随所に消毒液が配置され、新型コロナウィルス感染症対策の措置が行われています。 

 重量物取扱作業は、工場内は金型取扱いのみであり、ここだけクレーンありました。 

 部署ごとの安全委員が他の部署の安全にも目を配るのは、視点が変わってよい。委員

自身の教育にもなる良策です。 

 従業員のヒヤリハットからリスクアセスメントへ展開する取組が「すぐやる改善」に

見られるボトムアップ型の従業員目線の改善と迅速な意思決定に結びついて展開され

ている点に感心しました。 

 工場が製品管理のため小部屋に仕切られ空調管理されている。熱中症予防対策として

も良好であるが、外のフォークリフト作業など冷房のない部署での作業を確認し、水

分と塩分の補給措置を確保など熱中症予防対策を必要とする場所はないかのチェック

があるといいと思います。 

 フォークリフトは、工場外で使用。運行経路及び作業の方法が示されているフォーク

リフト作業計画が必要です。 

 動力プレスも射出成型機も材料供給は、自動化。臨時の調整作業のため、安全措置は

ありました。相当高い位置のストローク端にも防護が必要かという話になりました。 

自動化した動力プレスも射出成型機に周囲から近づけるので、できればガードを検討

するといいと思います。自動化した機械が多いので、ロボットも含めて機械のストロ

ーク端は覆い、囲い、柵を設ける等危険防止措置が必要です。新たに法令対象となっ

ている自動機械のストローク端に人が近づけるか機械ごとにリスクアセスメントが必

要です。ですが、リスク低減措置は、人の近づかない高さや範囲のものならば注意表

記で足りるのではないかと思います。 

 設備の変更、作業工程の変更が頻繁に行われています。設備等を変更するとき、作業

方法又は作業手順を変更するときのリスクアセスメントが必要です。 

 脚立作業等の対策は講じられている。基本的に高所作業はなく、手すり等を設けてい

る場所はないとのことでした。 

ただし、現代の安全衛生管理は、対策を講じているかのチェックだけでは足らず、対

策が必要とする個所に漏れがないかを問われる時代になっています。 

臨時の修理作業や資材運搬など非定常作業を高さ２ｍ以上の場所で行うことがないか

チェックとマップ化で措置の必要性や措置済みの確認を客観資料にしておくとよいと

思います。 



金沢協会ニュース 

7 

 

 
 

 

 


